
 

創業ストーリー  

 店舗出店に向けた本格的な準備は、令和３年の秋頃から始めました。当初はキッチンカーの営業形態に近いことか

ら、テイクアウト専門店として郊外で出店する計画を立て、プレハブで営業できるような空き地探しを始めていまし

た。なかなか理想の物件に出会えず、すでに店舗での営業をし

ていた兄に相談したり、中心市街地の不動産に詳しい方や街な

かで出店されていた方などの話を聞いたりする中で、店舗営業

をする際のターゲット層や今後の事業展開、販促宣伝効果等の

ことを考え「街なか」で出店することに決めました。すでに出

店されていた方から教えてもらった、「街なか」で出店した場

合に活用できる福島市の各種創業補助金は、出店時のコスト面

での負担を軽減できることが魅力で、街なかでの出店の決め手

にもなりました。 

 子どもの頃から自然と客商売をやりたいと考えていました。始めから飲食業で創業したわけではなく、最初の業種

はアパレル業です。仙台で服飾の専門学校を卒業し、雇われでアパレル関係の仕事に就き、その後独立して事業を立

ち上げ、仙台や東京に出店していました。 

創業しようと思ったきっかけは何ですか 

タイ食堂TARAYA(飲食業) 

藤井 順哉 
ふ じ い  じ ゅ ん や  

さん  
        開店時期：令和４年１１月       

～伝えたいから“一番”になる～ 

街なかに店舗を出店しようと思った理由はなんですか 

飲食業に転換したきっかけは何ですか 
 東京でアパレルを続けていた時に東日本大震災が起きました。もともといずれは地元に戻ってきたいという気持ち

があったのと、震災からの復興に向けて進む福島をもっと盛り上げたいという気持ちが重なり、平成２５年に故郷の

福島市へ戻ってきました。 

 その時に兄がやっていたキッチンカーを手伝い始めたことが飲食業転換のきっかけです。キッチンカーは出店場所

を選ばず災害発生時にも活躍できる機動力があることに魅力を感じました。その後、兄からキッチンカーを譲り受

け、自分で出店することを決めました。ハンバーガーやホットドックなどのファストフードの販売から始まり、新た

な仕入れを求めて屋台の本場タイを訪れた際にタイ人の妻と出会ったことが、タイ料理を始めたきっかけです。 

 平日はほぼ毎日、福島駅前で出店していました。ファストフードを販売していたときよりも、タイ料理の販売を 

始めてからの方がお客さまには興味を持ってもらえたように思います。ガパオライスやカオマンガイなどは、すでに

お客さまによく知られており、福島の方々にもタイ料理のニーズがあることを、キッチンカー営業を通じて実感でき

ました。店舗を構えるという意識や構想は、キッチンカー事業を始めた頃からずっと持っていました。キッチンカー

には調理設備等の制限がありますが、その際に工夫した食材管理の方法などは現在の店舗営業にも活かされており、

店舗の出店前に様々な経験を積むことができました。 

 

 事業計画書をしっかり作りました。以前アパレル事業を立ち上げた時に、しっかりした事業計画を立てられずに日々

の経営に苦労した経験があったので、今回はその反省を踏まえ、深堀りし、具体的な内容の計画書を作成しました。 

創業前に準備したことは何ですか 

 

 

 「自分は何をやりたいのか」を明確にすることが重要です。 

 当然のことですが創業するだけではなく、生計を立てていく

必要があります。自分がやりたいこと、好きなことで情熱を

持っていれば続けていけると思います。 

創業を目指す方へ 

藤井さんが活用した創業支援 

令和６年１０月 

 名称：タイ食堂ＴＡＲＡＹＡ 

 住所：福島市大町１－１１ 

 電話：（予約専用）０５０－５２６６－０６２２ 

    （お問い合わせ）０２４－５７３－００６８ 

 ホームページ：https://www.gurutto-fukushima.com/     

detail/1668/index.html 

 営業時間：水・木・日／１１：３０－２０：００ 

      金・土／１１：３０－２２：００ 

  店舗情報 

＃盛り上げる！ 

《編集》福島市 産業雇用政策課 創業推進係 

    電話 ０２４ー５２５－７６５８ 

 福島市創業支援情報はこちら（市公式HP）→   

＃事業計画書 

＃情熱 

藤井さんの“創業フレーズ” 

＃一番やりたいこと 

（福島市） 

 創業応援利子補給補助金 

 街なか空き店舗出店事業補助金 

 街なかリノベーション事業補助金 

 ┗令和５年度終了事業※ 

 新たなビジネスモデル創出支援事業 

 ┗令和４年度事業終了 

 

※令和６年度は、「新規出店のための

内外装工事等支援事業」として補助を

行っています 

【講師】 

（福島市） 

 圏域９起業家育成スクール２０２３ 

 ※令和５年１１月開催 

（日本政策金融公庫） 

 融資 

 タイ料理を全く知らない人でも、事業計画書を見ただけでイメージできる内容を意識して作成しました。 

 特にオープンがコロナ禍だったこともあり、「なぜ今なのか」という点に説得力を持たせる必要がありました。そ

のために、誰にでも分かりやすい説明、客観的なデータ、写真の添付を意識して作成しました。店舗のコンセプトや

事業内容を何回も書き直すことでイメージを整理することができたと思います。 

 現在は当時作成した事業計画書を意識して営業しているわけではありません。しかし、結果的に事業計画どおりに

進んでいることを日々実感しています。それは、しっかりとした事業計画を立てられたからこそ、開店当初の“想

い”がブレずに進んでいるんだと思います。 

事業計画書で意識したことは 

 

創業への想い 
 タイ料理を通じて、タイの文化を福島の皆さんに知っていた 

だきたいという“想い”を持っています。そのため、本場の雰 

囲気に近づけるよう、料理や店舗は特にこだわって作りました。 

 タイの魅力を発信し続けるためには、自分がタイのことを 

“一番”好きにならなければいけないという、情熱を持って 

取り組んでいます。 

 

https://www.gurutto-fukushima.com/detail/1668/index.html
https://www.gurutto-fukushima.com/detail/1668/index.html
https://www.city.fukushima.fukushima.jp/sougyou-suishin/machigurumi-guide.html

